
日本大学山形高等学校生徒と県議会議員との意見交換会開催状況 

 

 

開 催 日 時 令和６年 11 月 18 日（月）14 時 00 分～15 時 30 分 

開 催 場 所 議会棟 

出 席 議 員 森田廣、齋藤俊一郎、遠藤寛明、森谷仙一郎 

参  加  者 生徒 11 名 

意見交換の概要 ①山形市中心街の活性化、②高校生と地域との連携に伴う防災力の向上、③校

則に関しての３班に分かれてワークショップ形式で意見交換を行った。また、生

徒が各班で取りまとめた内容を発表したほか、終了後に議場を見学した。 

【主な意見等の内容】 

・山形県は子育て施設が少ないと思っていたが、他県と比較して多い方だとい

うことを知り、知見が広がった。 

・学校の校則というテーマのもと、学校のルールを改めるには、理由、目的、経

緯をしっかりすることが大事だということを学んだ。 

・学校と議会ではスケールが違うが、やっている活動に共通点があることを知

り、考え方や価値観が変わった。 

・高校生消防団をテーマに挙げたが、県内で既に大学生による防災活動が行わ

れていることを知り、みんなで活動をアピールしていく必要があると思った。 

・女性が都会へ出ていく現状を知ることができた。また、山形県では「Ａｉナビ

やまがた」や出会いの場のセッティングを行っているということで、これか

ら私たちにもできることを探していきたい。 

 

 

 

 


